
手話と音声の双方向コミュニケーションシステム（SureTalk）

～システム構成とAIを活用した要素技術～

共同研究： 国立大学法人電気通信大学 ソフトバンク株式会社

SureTalkのシステム構成

手話動画を認識する技術
手話認識部では、パソコンやスマートフォンなどのカメラを用いて撮影し
た動画像に対して、深層学習を活用した身体動作の追跡処理を行い、
話者の骨格座標を得ます。その後、骨格座標に基づいて話者の姿勢
や動作など手話を認識するために重要な特徴を抽出します。最後に、
深層学習を活用した時系列認識処理によって話者が表現している手
話の単語順を認識します。深層学習による身体動作追跡を用いること
で、服装をモノトーンにすることや撮影の背面をグリーンにすること、さ
らに深度センサーを利用することなどの特殊な条件が不要となり、日
常的な環境での撮影が可能になりました。さらに、時系列認識処理に
深層学習を適用することで、手話の認識精度を向上させています。

単語順を対象に自然言語処理を行い文章化する技術
自然言語処理部では、手話単語順と日本語文の対訳例から手話単語と日本語単語との
対応関係、助詞の補完、および動詞・助動詞の活用について統計的機械翻訳の手法や深
層学習を用いた翻訳モデルを学習します。その翻訳モデルを使用して、手話認識部から出
力される手話単語順を変換後の日本語単語順の生起確率が最大になるように翻訳を行
います。これにより、手話単語順をより自然な日本語文に変換することが可能になりました。

音声認識に関わる開発
音声処理部では、オープンソースの深層学習に基づく音声認識エンジ
ンを利用して、健聴者が発声した音声情報をリアルタイムに文字情報
に変換します。雑音のある環境、反響の多い環境などのさまざまな環
境における音声データを独自に収集し、それらを用いて音響モデルを
学習させることで、実環境下における認識精度を高めることが可能に
なりました。また、話者識別機能を実装し、誰が発声したかを判別でき
るようにすることで、複数話者におけるコミュニケーションを円滑化する
ことを目指しています。

（担当：電気通信大学情報理工学研究科情報学専攻 高橋 裕樹研究室）

SureTalkの仕組みを実現するために、最先端のAI技術を活用しています

（担当：電気通信大学情報理工学研究科情報・ネットワーク工学専攻 中鹿 亘研究室）

（担当：電気通信大学情報理工学研究科情報学専攻 内海 彰研究室）
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